
石狩管内における感染拡大防止対策の取組

■全道の感染者の多くが石狩管内（札幌市含む）
■社会福祉施設や繁華街、市町村庁舎等で集団感染が発生
■全道の新規感染者の30代以下の割合が４割を超えている

→市町村や関係団体、若い世代との危機感の共有が必要

１

１ 社会福祉施設における集団感染への対応

① 現地支援対策本部による迅速な対応

② 管内他施設への注意喚起

・市町村、保健所、社会福祉課が連携し、対策本部を設置
（令和２年11月以降、最大で同時に４つの対策本部を設置・運営）

・衛生資機材の手配、応援介護職員や医療スタッフの派遣調整
等を実施

・施設職員が職場内外で取り組むべき感染対策を、わかりやすく
例示し通知（12月９日）

資料５



石狩管内における感染拡大防止対策の取組

① 市役所における集団感染

２

道庁内における新型コロナウイルス感染防止対策 

 

＜執務室内の各自作業スペース＞ 

１ 段ボール活用事例① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 段ボール活用事例② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ビニールシート活用事例① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・管内全市町村の取組促進のため、
石狩振興局の実践例を含め、
道庁における感染防止対策を紹介
（12月18日）

② 飲食店における集団感染

・市町村と連携した飲食店に対する感染防止の呼びかけや
啓発資材の配布、勉強会（2月12日）の開催

２ 市役所や飲食店における集団感染への対応



石狩管内における感染拡大防止対策の取組

３

３ その他の取組 ～ 行動変容の更なる徹底に向けた情報発信

① 管内全体に向けた情報発信

・管内の新規感染者情報（保健所所管区域毎）や道の要請
事項、行動変容の呼びかけなどを、石狩振興局HPやSNS
により発信（毎週更新）

② 若者に向けた情報発信

・飲食の場面（宅飲み含む）における感染
リスクの回避に特化したチラシを管内の
大学等に配布（1月20日）

・大学生と連携し、大学生が自身のツイッター
やインスタグラムで、感染拡大防止や
行動変容を呼びかけ（2月予定）


